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「産業用無人ヘリコプターによる
水稲・大豆防除  本格始動！」

今月の表紙



　

７
月
21
日（
木
）に
県
米
作
改
良
対
策
本

部
の
現
地
検
討
会
が
当
Ｊ
Ａ
管
内
に
て
開

催
さ
れ
、
県
や
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
等
各
関
係

機
関
や
生
産
者
ら
約
80
人
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、（
農
）三
ヶ
北
部
営
農
組
合
と

（
農
）土
合
営
農
組
合
の
圃
場
2
か
所
を
巡

回
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
生
育
状
況
に
つ
い

て
の
調
査
と
、
麦
跡
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
の
栽

培
に
つ
い
て
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
地
で
は
水
稲
の
葉
色
診
断
方
法
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
今
後
の
追
肥
に
つ
い
て

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
巡
回
後
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
3

階
に
て
検
討
会
が
行
わ
れ
、
伍
嶋
県
農
林

水
産
部
長
、
当
Ｊ
Ａ
水
元
組
合
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
県
広
域
セ
ン
タ
ー
の
専
門
技

術
員
よ
り
、
品
質
向
上
対
策
と
し
て
穂
肥

の
適
切
な
施
用
や
出
穂
20
日
間
の
湛
水
管

理
、
病
害
虫
防
除
の
徹
底
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
暖
か
い
日
が
多
く
例
年
よ
り
生

育
が
早
い
こ
と
か
ら
、
肥
料
と
水
管
理
を

適
切
に
行
い
、
よ
り
高
品
質
の
富
山
県
産

米
を
作
ろ
う
と
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

「
県
米
作
改
良
対
策
本
部
生
産
部

会
小
委
員
会
」
現
地
検
討
会
開
催

　今年度は高温多照の影響で平年より

水稲の生育が早くなっています。

　出穂以降 20 日間は田面が露出し

ないよう湛水管理を行っていただい

ておりますが、登熟期間は間断かん

水を実施し水不足による品質低下を

防止しましょう。

　刈取りは早刈りや刈遅れとならな

いよう、適期（全体の籾の 85％程度

が黄化した頃）に刈取り作業を行な

いましょう。

乾 燥・調 製
の 適 正 化

玄米水分 15％に仕上げましょう。
過乾燥になると胴割粒が多く発生し米の検査等級が格下げになることがあります。
ＪＡ基幹施設（カントリーエレベーター、ライスセンター）の利用で低コスト生産を！

適期刈取り 全体の籾の 85 ～ 90％程度が黄化した頃が刈取の適期とされています。
早刈りによる青未熟粒、刈遅れによる胴割粒の混入を避けるため適期内に刈り終えましょう。

登熟期以降
の 水 管 理

水持ちの悪い圃場など、水田の土壌水分が不足した場合、白未熟米や胴割粒が発生する恐
れがあります。土壌に適正な水分が確保されるよう、刈取５～７日前まで（コンバイン作
業に支障がない範囲で）間断かん水を行いましょう。フェーン現象等で高温乾燥が予測さ
れる場合は事前に入水しましょう。

　■ポジティブリスト制度に係る農薬使用時における注意点

　■食の安全・安心のためのトレーサビリティに係る水稲用栽培記録用紙の提出について！
　組合員の皆様には平成 18 年より栽培履歴記帳運動に取り組んでいただいております。
　今年度も引き続き栽培管理記録の記帳と提出をよろしくお願いいたします。
　【提出書類】　ＪＡ栽培管理記録ＯＣＲカード
　【期日など】　基本防除終了後、生産組合ごとにＪＡ各支店窓口へ提出願います。

○農薬使用基準の遵守
　・食用作物等への　　　　　　　（適用作物、 使用量又は濃度、 使用時期、 総使用回数） 
　　農薬使用の遵守　　　　　　　 * 農薬のラベルの記載事項の確認

○農薬散布時のドリフトの注意
　・近接圃場で栽培されている作物への飛散防止に努める

いみず野だより　２いみず野だより　２３　いみず野だより

登熟期の水管理と適期刈取で美味しい
「いみず野産米」の総仕上げを！

刈取適期判定 （籾の熟色で刈取適期を判定！）

１穂ごとのめやす（株内の平均的な穂）

ａ
・
刈
取
適
期
７
～
10
日
前

（
籾
黄
化
率
50
～
70
％
）

ｂ
・
刈　

取　

適　

期　
　

（
籾
黄
化
率
85
～
90
％
）

黒点線内の籾 （上・中位１次枝
梗籾） は黄化しているが、青点
線内の２次枝梗籾はまだ緑色

青点線内の２次枝梗籾が
黄化した時

圃場にて稲の生育状況を確認

　

栽
培
講
習
会
で
は
高
岡
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
の
普
及
指
導
員　

柚
木 

芳
正

さ
ん
よ
り
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
栽
培

管
理
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

Ｊ
Ａ
職
員
よ
り
出
荷
ま
で
の
段
取
り
の

説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
、
射
水
カ
ン
ト
リ
ー
敷
地

内
に
小
松
菜
倉
庫
が
完
成
し
た
こ
と
に

よ
り
、
採
れ
た
て
の
小
松
菜
を
保
冷
倉

庫
に
て
保
存
し
、
新
鮮
な
う
ち
に
出
荷

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
射
水
産

小
松
菜
は
市
内
学
校
給
食
や
県
内
市
場

へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
平
成
28
年
度 

こ
ま
つ
な
圃
場
巡
回
」開
催

　

７
月
15
日（
金
）小
松
菜
の
生
育
状
況

を
確
認
す
る
為
、
夏
取
り
出
荷
の
時
期

を
前
に
営
農
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
「
こ

ま
つ
な
圃
場
巡
回
講
習
会
」が
行
わ
れ
、

多
く
の
小
松
菜
生
産
者
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

圃
場
巡
回
で
は
、
営
農
組
合
な
ど
出

荷
量
の
多
い
11
件
の
圃
場
を
見
て
回
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
品
種
や
使
用
薬
剤

に
も
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
相
互
に
協

力
し
、
更
な
る
栽
培
技
術
の
向
上
を
目

指
そ
う
と
、
参
加
者
ら
は
葉
色
や
生
育

状
況
の
確
認
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
な

い
ま
し
た
。

菜っちゃんでも射水産小松菜販売中です

今年４月より稼働している小松菜倉庫（射水市大門本江）



　

射
水
市
特
産
の
黒
大
豆
え
だ
ま
め

「
た
ん
く
ろ
う
」
の
収
穫
が
最
盛
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
早
朝
か
ら
射
水
の
各

圃
場
で
収
穫
さ
れ
た
え
だ
ま
め
は
、
野

菜
集
出
荷
施
設
の
冷
蔵
施
設
に
搬
入
さ

れ
、
翌
日
に
選
別
を
行
っ
た
後
、
県
内

外
（
東
京
や
名
古
屋
）
の
市
場
へ
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
管
内
で
は
、
え
だ
ま

め
の
販
売
で
一
億
円
規
模
の
産
地
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
作
付
す
る
団

体
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
年
は
22

の
営
農
組
織
な
ど
で
約
18
ｈ
ａ
が
作
付

さ
れ
、
県
下
最
大
の
え
だ
ま
め
産
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
は
、
７
月
12
日

か
ら
始
ま
り
９
月
中
旬
ま
で
続
く
予
定

で
、
昨
年
よ
り
10
ｔ
ほ
ど
多
い
約
72
ｔ

の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

夏
本
番
を
迎
え
暑
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
や
、
お
子
様
の

お
や
つ
に
ぴ
っ
た
り
な
黒
大
豆
え
だ
ま

め
「
た
ん
く
ろ
う
」
を
是
非
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

　

お
買
い
求
め
は
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
農
作

物
直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店

や
新
湊
店
の
ほ
か
、
県
内
ス
ー
パ
ー
で

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
菜
っ
ち
ゃ
ん
太
閤
山
店

　
　

☎
０
７
６
６

－

５
６

－

１
８
５
２

・
菜
っ
ち
ゃ
ん
新
湊
店

　
　

☎
０
７
６
６

－

８
４

－

８
８
１
８

射
水
市
特
産 

え
だ
ま
め
の
出
荷
最
盛
期

2 0 1 6 農 機 フ ェ ア 開 催
　 第 34 回 農 業 機 械 総 合 大 展 示 会（ 農 機 フ ェ ア
2016）が、７月９日㈯ ･10 日㈰の 2 日間、富山産
業展示館「テクノホール」にて開催されました。
　この展示会は、毎年 7 月に「ＪＡ 全農とやま」
と「県ＪＡグループ」が協力して開催しているも
ので、ヰセキやクボタ、ヤンマーをはじめとした
国内のメーカー約 35 社がトラクターやコンバイン
等の大型の農業用機械から家庭菜園用の草刈り機
まで、最新の農機具約1,000 点を出展する
県内最大の農業機械展示会です。
　富山県内生産者の規模が二極化に進ん
でいる現状に合わせ、会場にはコンバイ
ンやトラクターなどの営農組織や大規模
農家向けの大型機械だけでなく、操作が
簡単で家庭菜園にも適した小型の耕転機
など、多彩な農機が展示されました。
　今回のテーマの 1 つでもあるインター
ネットなどを中心としたＩＣＴ農業につ
いての提案や、稲作との複合経営を推奨
する現状に合わせ「１億円産地づくり」
事業に挙げる園芸作物用の機械に多くの
関心を集めていました。
　試乗体験や「おしゃれ作業着販売コー

ナー」の設置、農業資金や公的融資制度について
の各種相談コーナーも設けられ、たくさんの来場
者で賑わっていました。
　今年は「ミラクルボイスユニット　アライ☆バ
ルさん」や「いみず発元気ユニット ＩＭ Ｚｉｐ」
のステージショー、ちびっこ限定の農機に乗った
写真をうちわにしてプレゼントするイベントなど
が行われました。

５　いみず野だより いみず野だより　４

募 集 人 員 25名（最少催行人員 20名）

御食事条件 夕食１回・朝食１回・昼食１回

（和室）２～４名１室
ご旅行代金 大人お一人様25,400円

秋の信州中野 小布施 万座温泉 1 泊
ＪＡいみず野特選企画

日時 行　　　　　　　　　　　　程 食　事

9/22
㈭

貸切バスにて（ガイド無し）
ＪＡいみず野管内＝小杉 IC ＝信州中野 IC ＝志賀高原＝万座温泉 日進館（泊）夕 、朝食バイキング　夜 8 時～ フロアショー
　　12:30 出発　　　休憩 1 回     　休憩 1 回　　　　　　　　　17:30 頃（乳白色の名湯でリフレッシュ）　　翌朝 早朝散歩 6:00 ～（希望者）

夕：○

9/23
㈮

旅館＝横手山ドライブイン＝信州フルーツランド（ぶどう狩り、昼食）＝小布施（散策、買い物）＝小布施IC＝高速道＝ＪＡいみず野管内
9:00　　9:30～9:50　　　　　　　　11:00～12:30　　　　　　　　　　　13:00～14:00　　　　　休憩1回　　　　　　17:00過ぎ

朝：○
昼：○

予定日程表 ※下記コースは予定です。変更になる場合もございます。

肥田  知久

出　発　日 平成28年9月22日㈭～23日㈮

い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
日
に
最
高
７
機

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
て
エ
リ
ア
分

担
し
、
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

防
除
作
業
を
安
全
に
行
な
う
た
め
、

作
業
エ
リ
ア
近
隣
住
宅
の
皆
様
、
近
辺

を
通
過
さ
れ
る
皆
様
に
は
以
下
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
作
業
エ
リ
ア
に
は
極
力
近
づ
か
な
い

　
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
近
く
を
通
る

　
と
き
は
誘
導
員
等
の
指
示
に
従
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

◎
水
田
近
く
の
家
屋
で
は
、
散
布
中
は

　
窓
を
閉
め
、
洗
濯
物
は
屋
内
に
入
れ

　
て
く
だ
さ
い
。

◎
散
布
直
後
の
ペ
ッ
ト
等
の
散
歩
は
十

　
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

安
全
第
一
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
全
員

一
丸
と
な
っ
て
防
除
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

水
稲・大
豆
防
除  

始
ま
る

　
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
で
は
今
年
４
月
よ
り
、

産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
た

農
薬
防
除
受
託
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
７
月
20
日
～
８
月
23
日
の

日
程
で
、
水
稲
と
大
豆
を
中
心
に
適
期

に
農
薬
散
布
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
水

稲
は
面
積
約
９
０
０
ｈ
ａ
、
大
豆
は
面

積
約
１
１
０
ｈ
ａ
と
多
数
の
申
込
み
を



ラ
ッ
ク
」
の
茹
で
た
て
の
試
食
販
売
を

行
な
い
ま
し
た
。

　
茹
で
た
て
の
え
だ
ま
め
を
試
食
さ
れ

た
お
客
様
か
ら
は
、「
香
り
が
よ
く
、

甘
み
が
あ
る
。
お
い
し
い
！
」
と
次
々

と
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他

の
商
品
に
つ
い
て
も
高
評
価
を
い
た
だ

き
、
販
売
会
は
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
７
月
21
日（
木
）、
22
日（
金
）

に
は
、
長
野
県
岡
谷
市
に
あ
る
「
ア
ピ

タ
岡
谷
店
」
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｒ
販
売
を

し
、
こ
ち
ら
も
射
水
産
「
米
一
番
」
が

大
好
評
で
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
今
後
も
中
京
圏
、
東

京
圏
に
お
い
て
射
水
産
特
産
野
菜
や
米

の
継
続
的
な
販
売
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

販
売
フ
ェ
ア
を
開
催

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野  

２
０
１
６  

射
水
産
特
産
品

　
７
月
23
日（
土
）・24
日（
日
）の
両
日
、

名
古
屋
市
内
に
あ
る
ア
ピ
タ
・
ユ
ニ
ー

系
列
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ラ

フ
ー
ズ
コ
ア
徳
重
店
」
に
お
い
て
「
Ｊ

Ａ
い
み
ず
野
農
産
物
フ
ェ
ア
」
と
題
し

Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
射
水
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
米
一
番
」
や

黒
大
豆
え
だ
ま
め
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」、

新
鮮
野
菜
「
ね
ぎ
た
ん
、
小
松
菜
、
ニ

ラ
」
な
ど
特
産
物
の
販
売
を
行
な
い
ま

し
た
。

　
販
売
会
場
で
は
、
射
水
市
産
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
使
用
し
た
炊
き
た
て
ミ
ニ
お

に
ぎ
り
の
試
食
、
当
Ｊ
Ａ
が
１
億
円
産

地
づ
く
り
品
目
に
選
定
し
販
売
を
強
化

し
て
い
る
黒
大
豆
え
だ
ま
め
「
富
山
ブ
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昼
食
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
色
ど

り
も
よ
く
、
カ
ロ
リ
ー
計
算
さ
れ
た
、

美
味
し
い
お
弁
当
を
い
た
だ
き
、
疲
れ

が
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

か
ら
笑
い
を
取
り
入
れ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
、
頭
の
体

操
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。そ
の
後
、

自
分
の
好
き
な
コ
ー
ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、
入
浴
等
そ
れ

ぞ
れ
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

本
当
に
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
で
楽
し
く
、
健
康
、
体
力

づ
く
り
で
、
心
と
体
の
リ
フ
レ
シ
ュ
を

目
標
に
、
こ
の
一
年
間
、
健
康
教
室
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
戸
田
支
部
）

●
視
察
研
修
に
参
加
し
て

　

朝
か
ら
雨
が
降
る
、
７
月
３
日（
日
）

小
杉
支
部
女
性
部
20
名
は
、
一
路
く
ろ

べ
牧
場
の
風
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　

牧
場
の
方
は
、
一
面
霧
が
か
か
り
視

界
が
見
え
ず
残
念
で
し
た
。

　

牛
も
山
羊
も
、
今
日
は
舎
に
い
て
、

見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。

ま
き
ば
の
風
で
は
、
手
作
り
体
験
と
し

て
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

バ
タ
ー
、
ピ
ザ
、
チ
ー
ズ
等
と
い
ろ
い

ろ
あ
り
、
今
回
私
達
は
、
モ
ッ
ツ
ァ
レ

ラ
チ
ー
ズ
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま

●
健
康
教
室
に
参
加
し
て

　

平
成
28
年
６
月
10
日（
金
）今
年
は
、

始
め
て
の
試
み
で
開
級
式
が
と
や
ま
健

康
パ
ー
ク
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
身
体
状
況
・
休
養
・

体
力
・
食
生
活
に
つ
い
て
問
診
が
有
り
、

そ
の
後
年
代
別
の
基
準
値
に
対
す
る
体

力
評
価
、
起
居
能
力
、
歩
行
能
力
、
手

腕
作
業
能
力
、
身
辺
作
業
能
力
、
握
力
、

片
足
立
ち
等
の
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

７
月
８
日（
金
）Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
の
三
島
野
支
店
で

年
金
友
の
会
主
催
の
『
七
夕
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
は
年
金
友
の
会
会
員
の
方
々
が
こ
の

行
事
を
通
し
て
友
好
の
場
を
広
げ
て
会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
企
画
さ

れ
、
今
回
で
４
回
目
を
数
え
参
加
人
数
も
１
０
０
名

を
超
え
る
大
き
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
年
金
友
の
会
会
長
の
清
水
久
信
さ
ん

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
会
員
の
安
吉
孝
宣
さ
ん
の
司
会

進
行
の
下
『
七
夕
祭
り
』
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
正
声
民
謡
会
の
方
々
に
よ
る
民
謡
が
行
わ

れ
『
津
軽
あ
い
や
節
』
や
『
越
中
お
わ
ら
節
』
な
ど

合
わ
せ
て
13
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
会
員
の
方
々
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
自
慢
の
歌
声
を
披
露
さ
れ

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

最
後
は
高
岡
の
演
芸
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

『
ザ
・
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
』に

よ
る
、
歌
や
踊
り
な
ど

様
々
な
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

盛
況
の
な
か『
七
夕
祭
り
』

は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
年
金
友
の
会
で

は
様
々
な
催
し
物
、
会
員

特
典
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。 ★ 

七 

夕 

祭 

り 

★

三
島
野
地
区
年
金
友
の
会

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
時
下

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
格
別

の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
組

合
員
資
格
に
変
動
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
書
面
に
て
当
組
合

宛
に
そ
の
旨
ご
連
絡
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
組

合
員
資
格
の
変
動
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
お
手
数
で
す
が
当
組

合
の
最
寄
り
の
支
店
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　

組
合
員
資
格
の
変
動
は
、
組

合
員
資
格
を
喪
失
し
た
場
合

や
、
正
組
合
員
か
ら
准
組
合
員

に
、
ま
た
は
、
准
組
合
員
か
ら

正
組
合
員
に
資
格
が
変
動
し
た

場
合
が
該
当
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
資
格
の

確
認
の
お
願
い

お
問
い
合
わ
せ
は

最
寄
り
の
支
店
ま
で

し
た
。ス
タ
ッ
フ
の
方
の
指
導
で
、チ
ー

ズ
に
な
る
前
の
白
い
塊
を
、
熱
湯
の
中

で
伸
ば
し
足
り
ず
ボ
ソ
ボ
ソ
に
な
り
ま

し
た
が
、
自
分
で
作
っ
た
チ
ー
ズ
は
、

そ
の
場
で
試
食
し
て
、
皆
さ
ん
満
足
し

て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
宇
奈
月
麦
酒
館
で
美
味
し
い

昼
食
、
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
と
、
こ
こ
一

番
と
い
う
麦
酒
を
い
た
だ
き
リ
フ
レ

シ
ュ
し
ま
し
た
。

　

雨
も
あ
が
り
、
そ
の
後
に
、
黒
部
Ｙ

Ｋ
Ｋ
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
を
見
学
、
広
大

な
敷
地
内
の
丸
屋
根
展
示
館
で
、
創
業

者
の
吉
田
忠
雄
氏
の
偉
業
が
紹
介
さ

れ
、
世
界
に
羽
ば
た
く
日
本
の
先
進
技

術
、フ
ァ
ス
ナ
ー
、窓
枠
等
、特
に
フ
ァ

ス
ナ
ー
は
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
物

に
い
ろ
い
ろ
使
わ
れ
て
い
る
事
を
知
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
魚
の
駅
生
地
に
よ

り
、
新
鮮
な
魚
貝
類
、
海
産
物
を
買
い
、

自
然
の
恵
み
を
い
た
だ
い
た
、
一
日
で

し
た
。　
　
　
　
　
　
（
小
杉
支
部
）

今
後
の
日
程

８
月
18
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

20
日
㈯　

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ

　
　

21
日
㈰　

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験

　
　

26
日
㈮　

手
芸
教
室

９
月
２
日
㈮　

料
理
教
室

　
　

15
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

16
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
水
戸
田
）

　
　

21
日
㈬　

助
け
合
い
組
織  

定
例
会

　
　

23
日
㈮　

手
芸
教
室

　
　

29
日
㈭　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
新
田
）

　
　

30
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
大
江
）

★夏はやっぱり冷たいゼ
リー★
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6060

応募期間：平成28年７月１日 

▲

平成28年８月31日

下部の応募用紙に必要事項を記入の上、ＪＡ職員にお渡し下さい。

引受緩和型終身共済・引受緩和型医療共済の保障設計書・ライフプランの
作成依頼をされ提案説明を受けた方。

厳正な抽選の上、当選者を決定いたします。
なお、当選者の発表はＪＡからのお届けをもってかえさせていただきます。

応募資格

応募方法

抽選方法

今なら、抽選で　   名様に
素敵な景品をプレゼントいたします。
ぜひ、この機会にご相談ください。

6060

■ご提供いただいた個人情報は、ＪＡ・ＪＡ共済連の事業及び各種サービスのご提供・ご案内等の目的以外には使用いたしません。 
■本キャンペーンにご応募いただいた場合であっても、法令等によりＪＡ共済にご加入いただけないことがございます。

※写真はイメージです。賞品の色・デザイン・
　仕様・機種等が変更となる場合もあります。
　あらかじめご了承願います。

A賞

タニタ体組成計20名様
合計

B賞

20名様
合計シェイプ

ストレッチャー

C賞

20名様
合計日本の名湯

ギフト（入浴剤）

引受緩和引受緩和

※写真はイメージです。賞品の色・デザイン・仕様・機種等が変更となる場合もあります。あらかじめご了承願います。

くまモンの非常持出し
リュック８点セット

くまモンの非常持出し
リュック８点セット避難防災13点セット

※ご提供いただいた個人情報は、ＪＡおよびＪＡ共済連の事業およびサービスのご提供・ご案内・充実等の目的以外には利用いたしません。また、ＪＡ共済は「個人情報保護方針」を定め、個人情報の保護に努めております。

抽選方法

応募方法

応募資格

厳正な抽選の結果、当選者を決定いたします。なお、当選者の発表はＪＡからのお届けをもってかえさせていただきます。

応募用紙に必要事項をご記入のうえ、ＪＡ職員にお渡しください。

建物更生共済の新規契約の保障設計書を作成依頼され、説明を受けた方。 （各ご家庭、全期間を通じて１回限りの応募とさせていただきます。）

キャンペーン期間
第1期　平成28年 7 月１日 

▲

 平成28年 9 月30日

第2期　平成28年10月１日 

▲

 平成28年12月31日

名様100
（各期50名様）

合計

賞
B

名様200
（各期１００名様）

合計

賞
A

今なら、 抽選で合計　　　　　名様に
備えて安心な防災グッズをプレゼント！ 
是非、 この機会にご相談ください。

300
Ｊ
Ａ
の
建
物
更
生
共
済
は
、

大
変
ご
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
！

災
害
に
備
え
つ
つ
、

満
期
共
済
金
も
あ
り
ま
す
！

災
害
に
備
え
つ
つ
、

満
期
共
済
金
も
あ
り
ま
す
！

防災キャンペーン防災キャンペーン防災キャンペーン
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